


















































































































































































































後追い調査は、2011年 8月30日 （火曜日） か



















































　 徒歩 自転車 合計
男性 12 2 14
女性 18 5 23
グループ  9 1 10
合計 39 8 47
（現地調査により作成）
表 2　追跡調査の有効サンプルの内訳
　 徒歩 自転車 合計
男性 10 1 11
女性 16 5 21
グループ  5 0  5
合計 31 6 37
（現地調査により作成）
271  273  
256  246  
226  
234  

















































1997 33 12  9  7 4 1
2002 21  8  5  5 3
2004 27  8  8  5 4 1 1
2007 61 22 12 12 9 3 1 2
（経済産業省（2007）により作成）
表 4　新小岩における売場面積別事業所数の構成と変化





















1997 256 80 78 58 22 8 10
2002 246 104 63 46 21 4 1 1  6
2004 226 82 56 53 23 2 2 1  7





























































































































































































































































































































表 8  ルミエール商店街における土地・建物の所有形態
土地・建物所有形態 件数 比率
土地・建物共自己所有 16 21％
土地は借地、建物は自己所有  4  5％
テナント 56 74％

























































































































































































































































































男性 5 1 6
女性 2 1 3
ペア 2 0 2
小計 9 2 11
1～ 2
店舗
男性 5 1 6
女性 9 4 13
ペア 2 0 2
小計 16 5 21
3店舗
以上
男性 0 0 0
女性 3 0 3
ペア 2 0 2
小計 5 0 5
合　計 30 7 37
（現地調査により作成）
表10　出発地点別短期貸し店舗への利用状況
出発地点 新小岩駅方面 松島方面 合計
来街者 24 13 37
店舗利用者 16 10 26
短期貸し店舗利用者  7  4 11
1店舗目に短期貸し



























































来街者 1 3 4
店舗利用者 1 3 4
松島方面
来街者 13 7 20
店舗利用者 8 5 13
その他
来街者 10 3 13
店舗利用者 7 2 9
合計
来街者 24 13 37














































5 ．小括 ― 商店街利用者の行動特性
商店街来街者には、商店街の店舗を利用せ
ず、通過するのみの者 （通過者） が確認できた。
このような通過者によって、ルミエール商店街
の賑わいがある程度「演出」されている部分が
含まれているとは考えられる。しかし、上述の
ように、全体的にルミエール商店街は賑ってい
るといえる。店舗利用者が来街者全体の70％を
占めており，その割合は少なくないからであ
る。
2つの出発地点による店舗利用者の目的や行
動特性には若干の違いもある。とはいえ、店舗
の利用行動をみれば、いずれも短期貸し店舗を
利用する割合が高くなっており、利用の短期貸
し店舗への「偏り」を確認できる。その点で、
短期貸し店舗の存在が商店街へと利用者を吸引
しているとみなすことができる。換言すれば、
短期貸し店舗の存在が商店街の賑わいに一定の
貢献をしていると評価できる。短期貸し店舗が
一店目に利用されることが多いことからも、そ
れは間違いないといえるであろう。
ϭ　まとめ
本研究の目的は「賑わい」のある商店街につ
いて、葛飾区における新小岩駅前ルミエール商
店街を事例にその「賑わい」の現状を、とくに
不動産の所有と利用の関係を明らかにするとと
もに、商店街の利用者の店舗利用形態について
後追い調査から明らかにすることであった。そ
の結果は以下のようにまとめられる。
①葛飾区新小岩地域周辺の小売業は全体的に減
少していたが、現在は低い伸び率ながら増加
する傾向がある。
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増えることが大事で、それがテナントや移動販
売車、短期貸し店舗の一層の増加へとつながる
のであって、これらが立地するから商店街が賑
わうわけではない。であればこそ、商店街の賑
わいを取り戻すためには、商店街個店の魅力だ
けではなく、商店街全体の魅力づくりが求めら
れる。
地方都市の空洞化問題が深刻になってくる今
日、商店街の活性化事業を進める中では、不動
産の所有と利用の分離、つまり商店街をより流
動させることが必要であり、また個店の魅力と
経営者の積極的な経営姿勢が重要となってくる
が、商店街全体の魅力づくりも利用者を呼び戻
す重要なポイントでもある。両者の好循環が動
くような条件づくりこそが、今後魅力ある街づ
くりを進めるにあたって不可欠なものなのであ
る。
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